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研究成果の概要（和文）：本研究は江戸時代の越後十日町の越後縮問屋加賀屋の経営分析から、越後縮の大都市
問屋商人との流通構造を明らかにするとともに、為替にて代金決済をおこなっているために,
越後の大名との間で為替取引を行っていた。その為替が成立していく過程の仕組みを明らかにした。加賀屋は江
戸呉服問屋大丸屋の買宿でもあったため、大丸屋との取引の仕組みを明らかにした。作業は連携研究者とともに
十日町市情報館に所蔵されている加賀屋文書をデジカメにて収集するとともに、マイクロフイルムにて提供され
た文書のスキャンを行った。

研究成果の概要（英文）：This study is business activity of Kagaya. Kagaya is a clothes merchant, He 
is a Buyer of Echigo chidimi. and agent of Daimaruya.
Kagaya is a financier.He did the transpotation of money from Echigo to Edo, and from Edo to Echigo.

研究分野： 近世商業金融史

キーワード： 加賀屋　大丸屋　越後縮　為替取引　長岡藩

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
越後十日町の越後縮問屋は江戸の呉服問屋のために越後縮を集荷し送荷するが、拘束性の強い買宿というかたち
をとることが多い。それでも江戸以外の地域への広範囲の取引が可能であった。前貸し金や代金の決済には為替
を用いていた。江戸から十日町への資金流通と相殺するために、長岡藩など江戸へ送金する大名の資金を受け入
れた。為替取引量が次第に増大していき、加賀屋だけの送金にとどまらず、多くの資金を扱うようになるととも
に、越後の国の多くの大名の江戸送金も扱うようになり、為替業者として成長していった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ここで研究調査の対象とするのは、新潟県十日町市の越後縮問屋の加賀屋蕪木家の文書です。
十日町市には江戸時代には六軒の越後縮問屋がありましたが、明治３３年の火災でそのいずれ
もが被災し、加賀屋蕪木家の文書を除いて文書は焼失しました、その後も加賀屋の文書は未公
開のままでした。平成１６年の新潟中越地震で十日町市も大きな被害を受け、加賀屋文書を保
管していた蔵も被害を受けましたので、十日町市ではその寄託を受け、整理保存を図ることに
なりました。十日町市情報館で整理がなされ、５万点余の文書が確認されました。私はその文
書につき研究に利用させていただきたいことを申し出、十日町市より便宜を与えられることに
なりました。越後縮についての研究はかなりありますが、小千谷が中心となり、加賀屋文書は
これまで見ることができなかったので詳細はまだよくわかっていませんでした。私は平成１３
年ころより加賀屋文書の調査を開始しましたが、平成１６年より科学研究費の交付を受けるこ
とができ、本格的な調査を開始しました。 
 
２．研究の目的 
 新潟県十日町市の加賀屋蕪木家文書は、近世の流通経済史研究の上で多くの知見を提供して
くれます。越後縮という江戸で人気の織物を扱う在地問屋は、越後の十日町と小千谷、堀之内
の三ケ所で、それぞれ性格を異にしますが、十日町については核心の史料がなかったので、詳
細には明らかにされてこなかった。蕪木家は江戸呉服問屋大丸屋の買宿を勤めていたので、大
丸屋との関係は密接なものがありました。十日町と小千谷とは江戸問屋との取引形態に異なる
点があり、加賀屋文書を通して十日町問屋の性格を明らかにすることができると考えられます。 
加賀屋は地主経営も行なっており、問屋経営と地主経営との結びつきについて明らかにするこ
とができます。 
蕪木家文書の中には越後の大名との関係を示す文書が大量にあります。これらは為替関係を

示すものになります。加賀屋は江戸の大丸屋に送った越後縮の代金を受け取りますが、それに
は為替手形を用います。越後の大名は江戸の藩邸に資金を送りますが、陸送だと三国峠を越え
て送ることになりますが、為替制度があれば簡略化をはかることができます。このように加賀
屋は多くの越後大名の為替を引き受けていくことによって、越後と江戸との為替取引を活発化
させ、加賀屋はその金融センターとしての役割を果たした。このような商品取引と為替取引と
で加賀屋は越後と江戸を結ぶ重要な役割を果たした。このような点をより具体的に明らかにし
ていくことを研究目的とします。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法は、まず関連史料の収集から始めることになりますが、十日町市情報館に保管さ
れている加賀屋蕪木家文書を、研究代表者と連携研究者とでデジタルカメラに撮影することに
なります。それに先立ち、十日町市情報館が撮影した蕪木家文書のマイクロフイルムがあり、
それを借用することができましたので、業者によってそれをスキャンすることができました。
十日町市情報館で作った文書目録がありますので、それを照らし合わせながら、データを揃え
ることになります。上記した研究目的を達成するためにデータを読んで必要な数字データを作
成していきます。加賀屋文書は五万点もありますので、期間中に蕪木家文書のすべてを撮影す
ることは無理だと思われますが、撮影した史料から数字データを採取していき、数表化してい
くことによって、加賀屋の経営と地域経済との結びつきを明らかにすることができると考えま
す。 
 
４．研究成果 
 収集した史料があまりにも厖大であったので、その撮影による収集に大量の時間を要し、ま
たそれを読むのに大量の時間を要したために、一部史料の数表化は行いましたが、期間中に論
文などの成果をまとめるには至りませんでした。今後、研究代表者と連携研究者とで順次成果
を発表していく予定であります。 
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